











立川夬人はお歌が大好き々ママさん 
コーラスが盛んなこと他市に決してヒ 
ケをとらない、つら il てか♦ホ—ィ' K も 

才 I ルドも *u たま/;ジエントルメンも** 

人生 It 耽だ • t 云つ/:八がいろ。舦 

がなかつたら*どんなに淋 I かろう。 

今%*は イツ チヨウ、歌つてみ ます か。 

街に歌声を！肷え、嘏ぇ！ 


◄ xn ! ア ミ—』 (指揮. tt 敬 S 先生) 
































今までち〜 

〜これからも 
心のかよラおつきあい 



山粲中夬级汗 
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通巻 18 号 


大笑。さすがに•队铀、 rixp 歉保 
存仝」にも-ただ「あがればいい」っ 
てもんじやない"手の動き，眼の Ii 7 
き，わが f * でるよう•この頃 
からタコ•キチの*コウコウ。 
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今年初の#観です： 

_ 1 H 2 日(1) 

午後2時から4時。 
■卸本》,*如宝物 
館のご案内をはじめ 
として映幽など盛り 
だく？んの W 念がし 
てござ： 

ます* 

■立川市民 <* 

人)に限らせて 
¢1 ます 

■お中し込み / f ッ 
は「えくてびあん•コンバニオン」 

(本誌を手漉してくれた入》へ。 
© おおみそか、12月31卩午後11 
時よリ元 II の午前 1 時 30 分まで 
«舍境内のおまいりか出米ます e 
典如苑へ初もうで。いかかでし 
ようか0 
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五+»さんにとって：タコの季 
節，なんてものはない"1年中 • 
いつでもクコにか 
かわりをもち，交 
流が紱いている 。 j 
「立川舐の会」<并 
上栄.さん会技> 

は10人くらいの小 
グルーブだが，ぃ 
わゆる〃タコ•キチ“ 
mRI であり、この 
道の逢入が fe まっ 
てきている。 

「表紙のタコは* i 
rLft 列 ft のものでへ 
す。日本にはその地その地で独得 
の ill があって*しいんです。枨行し 
た先で作〇方を教わ r た9/もち 
ろん、ご白分でお作りになる e 夕 
n を求めて何 
千里？ 

「いえ I 案外 
と身近かに夕 
n •キチがい 
るもんです」 
ジヤの道は 
へビ、と H 呵 



サルビアはシソ料の 一 M でブラ 
ジル除産の年?です。|般に知 
られている朱紅色の他にも綮•ビ 
ンク . d 色の花の品種もあ ^ K 
高さ a 50\80 センチとあ i り高く 
ないので花堉 M の花として愛され 
ています。 

セ—ジと3う S 昧料の名を*一 
度は M ' にした亊があると思います 
が、これは地^$沿毕地方1¢*の 
薬用サルビアの亊です。花色は紫 
です。令苹，綦を屹燥させたもの 
をうがい薬にします。また香味科と 
して用い 
ます。こ 
れを香味 
料として 
用いた食 
品で有名 
なのが • 

ソ—セージです C 洋食ではなくては 
ならない香味料のひとつなのです。 

サルビアというとやはリ朱紅色 
の花が頭にうかびます。緋衣苹の 
和名を頂いているように、朱紅色 
の花に人^があります。耕衣はそ 
の昔、 si 食な人が身に*一いました 
が •* い晚 slli .' I と咲くサルビア 
にも“ l » J 潔さを愁じます。 
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1メ—トル内外というところでし 
ょうか。 

秋に，いろとりどりに咲％/こ 
の花をみるといかにも"日本の秋* 
をおもわせますか，その名がカタ 
々チで*るょうに，ギリシャ語で 
*飾リ▲からきているそうです。 

P 本に伝わっためは•明治初期 • 

イタリアの关術家が待ち込んだも 

の。以米地の秋を姉つています“ 



先月号まで立川の花 j (山内美鄉さん)の連載が|応の終止符をぅ 
ちました。 

山内さんの人生を愛で、生活を愉しむ、女性ならではの筆致に多 
く统者の共*をよんだよぅです。さて、「立川の花/何と何があつたか 
«えていらつしやいますか？今月はマトメの意咪で、市の花 「 n ブシ/ 
をはじめとしてミ 0 化の向上に役立ち市民に親しめる花•六種を紹 
介すもことにしました。イラストレ—シヨンは摂部裕理さんです 
立川の木「ケヤキ/立川の花 「 n ブシ」は昭和 49 年6月に、また六 
種の花々は55年10月に追加されたものです。心ひとつで、まだまだ 
自然はあなたに择るなにものかをもつています"花のある日々を！ 


秋も末，冬か近づいて 
きている*色どリも絶え 
た庭に美しく咲くのがサ 

サザンカはツバキの& 
试に. E 倒されていました 
か•酎寒性か強いこと‘ 
e 木として®れた点を 



数多くもつているこ 
となどから•近年 • 

の栽培が增加して 
きました0 

サザン々はまた • 
常妹 S 5 木ですその 
し；_ ffl ? はおおょそ5 メ 
JJ , I トル，高いもので 
は5&メ ー^トルにも逢します。 

他の花々が消ぇ去ってゆく： &• 
11月 、12 H にかけて S リ«い花を 
つけます •• 
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，ょぶ 
，落葉高 
木です • 

， / t は集に 5 t 4 
つて 2 H から 3 H 
ごろに咲き、# US があり6枚の花 
弁かあります"佗弁は白色，長さ 
は約6センチくらぃになリま十= 


スミレ 
の種類は 
9 〇 osf 
にものぼ 
るそぅで 
す♦日本 

のものだ 

けでも80»ばかリぁる多午卑です。 

日本中•どこの t 地へ行つても 
みられ、万葉の苦から赛の息吹き 
を®じさせる花として親しまれて 
さました C 

西洋でも古くから•その可憐な 
花は变でられてきました。バラと 
かユリとともに愛 W され•多く tt 
培されてきました•いかにも*# 
のやすらぎを覚える花といえまし 
上う • 


すいせんは球根のあ 
る多年草です。 

C 色と淡#[色と赤色 
の花をつけます。 

花の姿にまだとぼし 

い早*に • sa 品にみち 

た清楚な花を闌いてく 

れます a 

そこで•古来•生花 
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の1«;界では"3!宝花* 
と名づけられてきまし 
た。 

天にある"天仙へ地 
にある，地仙，，水にあ 

る•水 fill •といわれる 

中111の， a 葉から，ホ fllj 

がゆらいしていムとい 

われます。 * 


つつじはサツキをのぞ九と、 そのためで 

落葉性の低木です。 しょぅか。 1 N 

多く忮を分枝して、たくさんの 芸品棰 として 

花をつけます'*花色； i 亦，白•典、は， ft 百棰類 

紫など色彩に«化あるものがみら にのぼってい 

れます。 ます* 




タウン誌の時代か 

タウン法が全国規樸で兒直され 
はじめている* 

この秋，：2:丁丁が「全国タウン 
达フェス 

ティバル」 

を fw 催し 
た"政治、 
宗教色に 
かたよ9 
のない夕 
ウン： S と 
いぅ粂件 
で4 08 
誌が「全 

国タウン誌興示会」京•原宿> 
に W 搁いした•各誌のベ—ジから 
は，その±地の fi もりか®じられ 
る，立川 rh - からは「1【ユース0 4 2 
5 J と 「 R 刊 
えくてびあ 
ん J の二誌。 
関係#の活 
だと昭和53 
年前後に一 
$.* 黄金時 
I 代*をむか 
えたタウ 
ン茳群が 

再びも〇上9をみせている◊時を 
同じくして：2;11;^報道局でもタウ 
ン誌の資料収集にのりだした"は 
たして、時代の声を反映できるか” 




立川人展好評 


1231:12日に R ! 催された1ベスト 
立川人 • 钱％』は好評のぅちにス 
ク I 卜した" 

立川人 .27 名。ゲスト • 8名。 

こぅして • 
宁に分して 
みると' ま 
さに，立川 
の妓勒‘を 
故 - rv ^ H * つだ ■ 
ftK 者のほ 
とんどが「立 
川にも，い 

ろいろな人がいるものですね/ょ 
くこんなに多くの人材を兒つけて 
きましたね」の^* 

詳しくは來片号でご鏟項こぅ： 



9.立川0ィズ9. 


犬は好きですか？さて立)||市内 
にはどのくらいいると思いますか" 
①三百 s ぐらい②三千頭ぐらい 
@五で踉ぐらい@1力頭ぐらい 
〔 12 月号の答ぇ〕29*目です。一日 
の^均乘&客数 U 1 9万人にもなリ 
ます。ちなみに1»は新宿3:で w 
万人の^&客かいます。答えは® 


•立 川の人々を川の人々が视 
る—— * 7ヘスト * 川人 • 展沾』で 
は皆さまのご協力を頂きまして本 
当にありがとうございました*-あ 
る市の City Face を堂に^めた 
のは、おそらく初めてのことでは 
ないかとの評をくださつた方かい 
る。そうかも朝 nwwl に「今 
年のベスト立川人」として紹介さ 
れたのを箄頭に，就允靳閭*フ 
ジ•サンケィ•リビング•などマ 
ス n ミの riA 力を項いたこともあ 
つて、>7:川人展 U 多くの立; II 人. 
それにご%方の方々が案外と多く 
こられ、うれしかつたです** •"ふ 
るさと•という.1日葉には、もう手 
アカがついてしまつたがタウン誌 
が全国から4^? 口してみると，ふる 
さと*全貝集八 n の板があリ•立川 
もまた、その一つであつたことに 
?1づく"ある土地を本当に®する 
ことが出米れば、そこが〃ふるさ 

と * そのもの-当〇前の*'*を 

思いおこさせる>1川を•ふるさ 
と♦とする「えくてびあん」と5¢ 
者とで，何か新しいものが作れそ 
う，*気百倍の新#です。 •ぇく 
てびあん今年もくるぞ人峰日** 

( nll ) ll * 典早 _». 乎加 HM : 子神山滴子 
I 写11)天 9 f 2. 男在田 ** 
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1 乗りますか？ 
I 反りますか？ 


▲少年の柔軚さには篇かされる-111 
日 t あればハイニの邊り— 


▼松 下克さん主事の - I どんぐりの金 J 
のメンバ—-老いし 若さ もが I 阗 
に佘して和氕ぁいぁいの奪囲氙， 


tal 


ts%v 


案外、むずかしんです U 取 Mse 者 
も乘つてみました’転びました。ス 
ネに保 ある 身で*ります。 

松下克(上砂町•丁目》さん。こち 
らはもぅキチガィであります。本嫌 
はギタ I # 者なのですが，手は弦を 
はじき，足はペタルを路んでいる。 
ついに U 「全国•綸車较技連盟」を作 
り、この秋には全国大会まで開いた。 














